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す。さらに NASH 形成の過程では microbiome や免疫
細胞は反応変化することが知られています。











robiome を比較・検討致しました。すると D 群の micro-



















本研究により，Metabolic surgery の NASH 改善メカ
ニズムには microbiome の変化や腸管炎症沈静化，免疫
機能改善が関与していることが示されました。今後，
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たが，mutation 別の分子機序や EGFR-TKI 耐性の機序
など完全には解明されていないことも多く更なる報告が
期待されます。今回，本症例を発表させていただくにあ
たって，非小細胞肺癌治療の基本的概念から，遺伝子変
異による抗がん剤の選択，及び EGFR-TKI 耐性など超
高齢化社会における近年の内科学において非常に興味深
い分野を自ら調べ勉強する機会を与えていただきました。
新規薬剤と薬剤耐性のいたちごっこは感染症領域でよく
見られる印象でしたが，癌薬物療法の領域にもその時代
が訪れていることを今回初めて知り，今後の医療につい
て考えさせられました。
最後になりましたが，このような貴重な経験及び発表
の機会を与えてくださり，ご指導を賜りました徳島県立
中央病院の鈴江涼子先生，葉久貴司先生をはじめとする
先生方にこの場をお借りして深く感謝申し上げます。
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